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何のために勉強するのか—中間考査がスタートー
入学式から約１カ月半経過しました。季節は、桜から、若葉

に変わり、爽やかな風が、若葉にささやきながら教室に吹き

込む、心地良い季節となりました。皆さんにとっては少し汗

ばむ、夏の気配を感じる季節になったかもしれません。

１６日からは、今年度最初の中間考査が始まりました。

右の写真のように、どのクラスの生徒も一生懸命に答案に

向かい合っています。そんな姿を見ていると、テストに向

けて悪戦苦闘している皆さんには大変申し訳ありませんが、

清々しさを感じます。若い皆さんが、一途に打ち込む姿と

いうのは、美しいと思います。今は、ひたすらテストに向

けて努力する、それが大事です。

ところで、皆さんは何のために勉強をするのですか？誰

のために勉強するのですか？と問われれば、反射的に自分

のため、と答えると思います。確かにそうだと思いますが、

ある人が、それは人のために勉強をするのだ、と答えてお

られました。人の役に立つために、勉強をする。何のため

に勉強をするのか？その問いの答えも、人の役に立つため。

つまり、自分のために、自分の成長のために勉強をする、

ということが、最終的には、人の役にたつために勉強をする、とい

うことに繋がるということでしょう。

考え方に気をつけなさい それはいつか言葉になるからです

言葉に気をつけなさい それはいつか行動になるからです

行動に気をつけなさい それはいつか習慣になるからです

習慣に気をつけなさい それはいつか性格になるからです

性格に気をつけなさい それはいつか運命になるからです

マザー・テレサ



主体的・対話的な深い学び—アクティブ・ラーニングの視点からー

皆さんも、このようなフレーズを、いろいろな場面で目や耳に触れているかとは思い

ます。

日本は現在、生産年齢人口の急減や労働生産性の低迷、グローバル化など激動の時

代を迎えています。職業のあり方も大きく変わると予想され、皆さんが将来、社会に

出る時には、今は存在していない職業に就く可能性も高いと言われています。

これから国内外で活躍する皆さんが、こうした変化の激しい時代を乗り越え、予測

不能な未来を切り拓いていくためには、知識・技能だけでなく、思考力・判断力・表

現力を磨き、主体性を持って多様な人々と協働しつつ学習する態度が必要です。

皆さんの多様な夢や目標を支える教育を実現するために、文部科学省では、高校教

育・大学教育・大学入学者選抜の三位一体の改革を打ち出しています。

下の切り抜きは、5 月 10 日に掲載された読売新聞の記事です。
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２０２０年というと、現在中学３年生から、新しい入試制度が適用されます。では、

高校１年生から３年生までは、新しい制度が関係ないかというとそうではありません。

皆さんがそれぞれの大学を受験するときに、先回りしてこの新しい制度を導入する

大学がたくさんあります。英語の試験では、「読む」「聞く」に「書く」「話す」の４技

能を実施している大学がすでにあります。実用英語検定の準１級を取得していれば、

英語の試験を免除している大学もあります。

本校では英検・数検・漢検が受験できます。学校で受験できるチャンスがるので是

非チャレンジして下さい。

また、このような力（知識・技能だけでなく、思考力・判断力・表現力を磨き、主

体性を持って多様な人々と協働していく力）はすぐに身に付くものではありません。

毎日の授業、ホームルーム活動や生徒会活動、運動会や楽学祭などの学校行事そして

部活動を通して、徐々に育まれていきます。大事なことは、今を、前向きに、全力で

生きることです。

メダカ—中庭の池で泳ぐメダカを覗きながらー
毎日中庭の池をそっと覗いています。たくさんのメダカが元気に泳ぎ回っています。

「アンパンマン」の生みの親である、やなせたかしさんの「しっぽのちぎれたメダカ」

の詩が、ふっと思い浮かんできました。

皆さんは、自分が大切にしているもの(命・心・物)があると思います。私もあります。

自分のものも、人のものも、大切にしてもらいたいと思います。

『しっぽのちぎれたメダカ 』 やなせたかし

まだ とてもちいさいとき

はじめて ぼくが愛したのは しっぽのちぎれたメダカだった

牛乳ビンの中で飼っていた シッポのちぎれた可愛いメダカ

とてもおかしい顔をしていた

ぼくをみるとうれしそうに ちぎれたシッポをふっていたんだ

でもある雨のふる朝に メダカはだまって死んでしまった

ぼくはひどくかなしかった 涙がこぼれてとまらなかった

おとなは みんなおおわらいした

「メダカはいっぱいおよいでいる かわりのメダカはすぐみつかる」

泣きじゃくりながらぼくはおもった かわりのメダカはいないんだ

シッポのちぎれたおかしな顔の あのメダカでなくちゃいけないんだ

どんなにたくさんメダカがいても ぼくの愛したのは一匹しかいない



はじめまして！名前は・・・・・
４月２８日付の「日刊いわくに」に掲載された記事です。弘兼憲史先生が本校のた

めにひと肌脱いでくださいました。本当にありがたいことです。これから、いろいろ

なグッズに使用されると思いますが、このマスコットには残念ながら付属中・高校と

もに名前がありません。皆さんなら、どんな名前を付けますか？もし、素敵なネーミ

ングがありましたら、紹介してください。よろしくお願いします。

２４節気

立夏 (りっか) 5/6 頃 この日から立秋の前日までが夏。野山が新緑に彩られ、夏の気

配が感じられるようになる。かえるが鳴き始め、竹の子が生えてくる頃。

小満 (しょうまん) 5/21 頃 陽気がよくなり、草木などの生物が次第に生長して生い茂

るという意味。西日本では走り梅雨（梅雨入り前の、梅雨を思わせるぐずついた気候）

が現れる頃


